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矢臼別と百里
「戦争のためには土地は売らない」「貧しくとも百姓を

していたいだけ」と６０年以上たたかい続けている百里

農民。同じように５０年以上「憲法９条は守らにゃいか

ん」「俺はここに住んでいたいだけだ」という矢臼別の農

民。百姓の仕事はきついが戦争の悲惨さから比べれば

“なんちゃことない”という農民魂。

ごく普通の素朴な生活の中に坦坦と平和の思いを注

ぎこんだ人生。百里反対同盟の長老だった高塚惣一郎

以下７名の仲間たちと矢臼別の川瀬、杉野さん。ともに

自衛隊には土地を渡さないと５０年以上頑張りつづけ天

寿を全うして逝った。自らの人生をかけた素晴しい生涯

であり、私たちの憲法を守れの運動に最大の“贈り物”・

平和のこころと掛け替えのない土地を残していってくれ

た。

矢臼別では一般社団法人ピースの会（所有地３６町

歩）を２０１７年に、百里では一般社団法人百里の会を２

０１８年に設立し、故人のこころざしを受け継ぎ「戦争は

ダメ、憲法まもれ」の運動を前進させることを誓った。

しかし、不思議と言えば不思議だが、矢臼別と百里は

かくも長き運動にあって経験交流したことがなかった。こ

れからはお互いにそれぞれの成果・反省・教訓を出し合

い運動の発展を話し合うことが求められている。今回は

手始めに矢臼別のたたかいが茨城ではあまり知られて

いないので簡単に素描してみたい。

極寒の地、矢臼別
北海道の東に位置し根室湾までは２０キロ。北には摩

周湖さらにその先に網走刑務所。南には根釧原野が拡

がるその中に矢臼別がある。

この地方の戦後開拓は戦前の飛行場や軍馬の育成

地が解放され、復員軍人、満州や千島などからの引揚

者が入植した。「人間が住む所じゃない」といわれたが、

１９５２年、杉野さん・川瀬さんも開拓団の一員として入

植。原野の開拓は樹木の抜根から始まる。１町歩の開

拓で４万円の補助金が出るが生活は全く苦しい。その
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樹木で炭を作り現金収入を得る。そして杉野は酪農に

川瀬は馬の放牧飼いを始める。寒さと大雪とのたたかい

は容易ではない。白いご飯は盆と正月だけ、夏はかぼ

ちゃ、馬鈴薯が主食。冬はイナキビと麦を混ぜたものを

数時間かけ炊いて食べた。お産をしても乳が出ないの

でうどん粉をといて赤ん坊に与えたという。

しかし、杉野のこころの苦しみは、息子の平和（ひら

かず）君が小学２年のときに妻と離別したとき襲ってき

た。いろいろな活動で夜遅く帰る毎日の生活は「電気も

ない山の中の一軒家で８歳の子供が一人で夕食を食

べ、帰りのおそい父を待ち疲れて寝込んでしまうという

生活……凍えて飯を食べ、湯たんぽ代わりに犬と猫を

抱いて、一人で寝ている平和が可哀そうだ。」と『矢臼別

物語』 の作者穂積肇はいう。電気が灯るのは７５年で

ある。

５６年に結婚した川瀬の原野での生活も大変だった。

隣の家まで１キロ、買い物には１０キロの原野を歩かな

ければならなかった。さらに一人娘の三九子（みくこ）チ

ャンが小学校に入学すると学校まで１６キロある道程を

毎日送り迎えしなければならなくなったのである。

自衛隊の演習場誘致と川瀬の決意
杉野・川瀬が入植してから１０年目の１９６２年、別海

村・道庁は矢臼別に自衛隊演習地の受け入れを正式

に決める。東西３１キロ、南北９キロ、２万町歩におよぶ

矢臼別演習場のなかに買収対象の農家は８６軒。大半

の農家は１００万円位の借金をしていた。その内杉野・

川瀬を除いた８４農家は６４年までに防衛庁に土地を売

り渡し本州に帰っていった。この時期、砂川・恵庭・百里

・長沼・沖縄その他、日本全国で基地反対のたたかい

が起こりる。

矢臼別ではどうだったのだろうか。６２年１２月に全北

海道労働組合協議会（全道労協）の根釧地区労が演習

場設置反対協議会を結成。杉野宅を運動本部に置き

運動を進めるが、借金を抱え、仕事がきつい、そして地

元民ではないので気軽に土地を離れる事ができるという

状況で困難をきわめる。

また、平和委員会の人たちの協力も得ながら６５年２

月には日農西春別支部が結成され杉野が書記長に選

ばれる。

当の川瀬も防衛庁の買収工作に動揺していた。しか

し、彼はつぎように決意する。「私は話は下手です。でも

本当のことを語れる真実は持っています。私は迷いまし

た。そして防衛施設庁とも民主団体の人とも話し合いま

した。そのなかで、民主主義を守ってたたかってきた人

たちの、厳しい困難を経てきた精神的に人間性に、そ

の力に、私はすごく動かされました。ここで頑張るという

勇気がわきました。どうか、今後のたたかいに期待してく

ださい。」と。

平和盆踊り
６５年８月１４日、杉野の広場で平和碑の序幕式が行

われ、第１回の平和盆踊りが開催された。杉野は「こん

な立派な墓（平和碑）ができたのですから、ここに私たち

家族の骨を埋めます。」と同時に、「軍国主義を葬る墓

地」にしますと、楽天家の杉野はいう。

また、当初の盆踊りの準備は大変なものだった。町か

ら１０キロ以上の陸の孤島で準備する人たちは１週間分

の食糧を背負ってアブとのたたかいであった。

ここにたった２軒の農家のたたかいに支援の仲間が

でき運動も広がっていく。因みに百里の初午まつりの始

まりは５８年であった。

川瀬、百里で目覚める
口べたな川瀬が口説かれ６６年に大阪で開かれた日

本平和大会に参加した帰りに百里の長老高塚惣一郎

宅に泊まり懇談する。翌日、百里初午まつりが行なわれ

る稲荷神社が祀られている平和公園に行き誘導路が「く

の字」に曲がっているのを見て憲法９条が生きていると
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実感を得る。さらに滑走路を挟んだ旧射爆山には一文

字タタミ２畳の大きさで「自衛隊は憲法違反」と書かれ基

地を睨みつけているのを見て、川瀬はいう。「百里の農

民はみなとても素朴で、全然威張った感じでなく、何も

気負わずに『自衛隊は憲法違反だ』ってたたかっていた

んだわ。その姿を見て、これならオレにも出来るかなっ

て思ったんだ。少しだけど憲法が身近になった感じがし

た。この時の体験が、それまでは平和運動のへの字も

知らなかったおれに、ここに（矢臼別）残る意味を付け加

えてくれたように思うな」と。（『北の反戦地主』布施祐

仁）

杉野、矢臼別を去る
７７年、酪農経営の行き詰りから杉野は矢臼別を全く

残念だけれど去らなければならなくなった。川瀬もこの

年自律神経失調症ですべての活動の停止に追い込ま

れる。８４年には矢臼別ではじめて日米合同演習がおこ

なわれる。

８９年には心強い助っ人の浦船三朗・栄子夫妻が三

重県より移住し旧川瀬宅に住む。９１年にはＤ型ハウス

に「自衛隊は憲法違反」の大看板を書く。

２００９年４月、脳内出血で川瀬死す（８２歳）。２０１９

年６月に立派な矢臼別資料館が完成した。訪れる人は

平和の尊さと生きがいに勇気づけられることであろう。

平和公園と九条の丘がきれいに！
幸い梅雨の晴れ間に恵まれた６月２０日（木）に、６

人が参加して、２０１９年の３回目の作業を行いまし

た。門から平和公園までの通路と平和公園内の土

地のフェンス際に３回目の除草剤を散布し、お稲荷

さんの土地の樹木の剪定と草刈り、石塔のある土地

と日本山妙法寺の道場のある土地の草刈りを行いま

した。暑さを和らげてくれる風もあり、昼食時間も十

分にとって、作業だけでなく交流も深めました。

ここ３年、葛の蔓と篠竹との闘いを何とか制して草

もあまり生えなくなった「九条の丘（射撃場）」です

が、夏が近づいて繁茂しつつある今年はどうしようか

と悩んでいました。６月１３日（木）、真夏の危険な草

刈り作業を避けるために、除草剤を散布しました。

４月からの作業によって、平和公園の草はしばら

く伸びない状態になりましたので、次回の作業は、

草の状態をみて８月下旬以降に実施したいと考えて

います。その際は、改めて連絡を差し上げますの

で、ご協力をお願いします。
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「戦争のために土地は渡さない」
まさに、これは百里基地闘争の真骨頂です。

農民たちはここを開墾し、ここに暮らしていました。今

もここに暮らしています。これからもずっとここに暮らせる

ように、営農を続けています。

太平洋戦争のさなか、ここに基地を造るから出て行け

と強制的に土地も家も取り上げられました。そして戦争

が終わったその時から、「戦争は終わったから、基地は

いらなくなった、食糧増産に励め」と国は言ってきた。コ

ンクリートで固められた土地の開墾が始まりました。１９５

４年自衛隊の発足の２年後、再び基地をつくるからここ

から出て行けと。

国から虫けらのように扱われた百里農民たちの歴史。

次々とやってくる国の不合理性、強権性に百里の農民

たちは屈しなかった。

国に翻弄されながらしたたかに、かつ、竹のごとくしなや

かに大地に踏ん張る農民たち。憲法９条と平和に生きる

権利を盾にして闘いを続けた。

途中、国に土地を売らざるを得ず去っていった人々

を思い、悔しさの涙を流した日もあったでしょう。しかし

残った農民たちは、さらに強く、そして深い絆で団結し

闘いました。

１９５８年７月 百里裁判開始第１審

１９７７年２月 反対派農民の主張を退ける。自衛隊の違

憲性の判断を「高度に政治的」と回避

１９８１年７月７日 東京高裁 平和的生存権は、すべ

ての基本的人権の根底にある条件だとしつ

つも、１審を支持し敗訴。

１９８９年６月２０日 最高裁で敗訴。３１年間という長い

長い裁判闘争。

しかし、闘いは終わっていません。農民たちは、土地

を守り、闘いを続けています。

これが私が見た百里の農民の闘いの姿です。

人民の声を聴け！
これは、初代弁護団長 尾崎陞先生の言葉。闘う農

民の代理人としてこれ以上の言葉があるでしょうか。この

言葉と農民のそれとを重ねると、法廷での体当たりが目

に浮かび、胸が熱くなります。

……なぁ、先生よー！ もし、裁判で我々が勝ったと

したら、基地はなくなるのか？

いや、基地はなくならないよ。基地は、闘わなければ

なくならい。……そうだろ！ じゃあ、俺たちは「戦争の

ために土地は渡さない！ 平和のために使うならただ

でも……」このすごさ、みごとなまでの名セリフ。なんと衝

撃的な言葉でしょう！

裁判に負けても、闘いはやめない！
将来にわたって、この土地を守るために開墾と営農を

重ね、百里が原に鍬を入れ、深く太い根を生やし続け

ています。

さらに、元海軍が作った元射撃場の山には、「自衛

隊は憲法違反」の看板を掲げています。その底力が私

たちを動かし、裁判に負けても運動で勝利したのです。

百里基地闘争の闘いの成果は、イラク訴訟で花を咲か

せ、私たちに知恵と勇気と実りを与え続けています。

土地を守り続け、滑走路を「くの字」に曲げ、ここを平

和公園にし、平和の砦、運動の原点にしました。その中

に土地と営農の神様笠間稲荷の「お稲荷さん」を祀り、

初午(２月の最初の午の日)を祝い農民のよりどころをつ

くりました。その後、農民だけでなく支援する人々も集ま

れるようにと、「休日」とされている２月１１日を「百里初午

まつり」としました。この日には、地元の百里の人々や茨

城県平和委員会をはじめ近郊の人々、内藤功弁護団

長を先頭に東京からも、神奈川からも埼玉からも多くの

人々が集い、お稲荷さんからもらい受けたお神酒を酌

み交わし、平和を歌い、運動が継続していることを確認

しあう場所になっています。この百里基地闘争と初午ま

つりの特徴は、社会党と共産党が現在もともに参加して

いることです。まさに共闘の力ここにありという姿を見せ

てくれています。

最高裁判決から３０年たった今、「私にとっての百里」

をまとめ、推敲しているまさにその時、豊島平和委員会

の平田氏から怒りのニュースが飛び込んできました。

私の住む豊島区７月区議会において「米軍普天間

飛行場の辺野古移設の促進を求める意見書」が提出さ

れ、自民党、公明党の賛成によって採択され、立憲民

主と都民ファーストは退席だったというものでした。これ

は、沖縄の民意を無視した暴挙です。

私たちは、黙っていられません。心ある多くの人たち

に広げ、意見書撤回の行動を起こすことを決め、「百里

の闘いを生かす」ことを報告しながら終わります。

豊島平和委員会 青山静可


